
2令和５年度 環境報告書

１ 

水
資
源
機
構
の
役
割

■
水
を
必
要
と
す
る 

地
域
の
水
資
源
を 

開
発
・
管
理

　
水
資
源
機
構
は
、
水
資
源
開
発
水

系
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
７
水
系

（
利
根
川
、
荒
川
、
豊
川
、
木
曽
川
、

淀
川
、
吉
野
川
、
筑
後
川
）
で
、
ダ

ム
や
用
水
路
な
ど
の
建
設
や
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
口
の

集
中
や
農
業
・
工
業
な
ど
の
産
業
の

発
展
に
伴
い
、
特
に
大
量
の
水
が
必

要
と
な
る
地
域
に
対
し
て
、
安
定
的

に
水
を
供
給
す
る
た
め
で
す
。

■
広
域
的
な
水
供
給
の 

担
い
手

　
水
資
源
機
構
が
行
う
事
業
は
、
複

数
の
都
府
県
に
ま
た
が
る
地
域
に
水

道
用
水
、
農
業
用
水
、
工
業
用
水
を

安
定
し
て
供
給
す
る
と
と
も
に
、
洪

水
調
節
な
ど
を
行
う
広
域
的
な
事
業

で
あ
り
、
多
く
の
利
水（

※
１
）者や

国
、
都

府
県
な
ど
と
関
係
し
て
い
ま
す
。
水

資
源
機
構
は
、
関
係
者
の
間
で
中
立

的
な
立
場
で
調
整
を
行
い
、
ダ
ム
や

用
水
路
な
ど
の
建
設
・
管
理
を
効
率

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

■
水
資
源
開
発
の
現
状

　
７
水
系
に
係
る
地
域
の
面
積
は
全

国
土
の
約
17
％
で
す
が
、
人
口
は
総

人
口
の
約
53
％
、
工
業
出
荷
額
は
全

国
の
約
46
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
７

水
系
の
全
開
発
水
量
約
４
５
１
㎥
／

ｓ
の
う
ち
、
水
資
源
機
構
の
事
業
で

開
発
し
た
水
量
は
約
３
７
4
㎥
／
ｓ

で
、
約
83
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

事
業
の
概
要

Ⅰ

※１　一般に、水道・かんがい・発電等を目的として河川水を利用（取水、貯留）する権利（水利権）を有する者を指しますが、本書で
は主に、この中で機構事業に参加されている者を言います。
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２ 
水
資
源
機
構
の
業
務

■
安
全
で
良
質
な
水
の

提
供

　
大
規
模
か
つ
広
域
的
に
水
を
必
要

と
す
る
地
域
に
お
い
て
、
安
全
で
良

質
な
水
を
安
定
的
に
お
届
け
す
る
た

め
、
ダ
ム
や
用
水
路
な
ど
の
施
設
を

的
確
に
運
用
し
、
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
ダ
ム
等
施
設
に
よ
る
水
の
補
給

  

河
川
の
流
量
は
、
降
雨
な
ど
の
状

況
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。
少
雨
な
ど

に
よ
り
河
川
の
流
量
が
少
な
く
な
っ

た
時
は
、
生
活
や
産
業
に
必
要
な
水

を
河
川
か
ら
安
定
的
に
取
水
で
き
る

よ
う
、
ダ
ム
な
ど
に
貯
留
し
た
水
を

河
川
に
補
給
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
舟
運
や
漁
業
、
河
川
環
境

の
保
全
な
ど
の
た
め
に
必
要
な
水
の

補
給
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
水
路
等
施
設
に
よ
る
用
水
の
供
給

　
長
大
で
広
域
的
な
用
水
路
に
つ
い

て
、
き
め
細
や
か
に
施
設
操
作
や
維

持
管
理
を
行
い
、
農
業
用
水
、
水
道

用
水
、
工
業
用
水
を
安
定
的
に
供
給

■
洪
水
被
害
の
防
止
・ 

軽
減
と
危
機
管
理
対
応

▼
ダ
ム
等
に
よ
る
防
災
操
作
（
洪
水

調
節
）

　
ダ
ム
に
は
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
急

激
に
増
加
す
る
河
川
の
水
を
貯
水
池

に
貯
め
込
み
、
下
流
へ
の
流
量
を
調

節
す
る
機
能
（
洪
水
調
節
機
能
）
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
堰
は
、
平
常
時
に
は
ゲ
ー

ト
を
閉
め
て
各
用
水
の
取
水
の
た
め

に
上
流
の
水
位
を
管
理
し
て
い
ま
す

が
、
洪
水
時
に
は
ゲ
ー
ト
を
開
け
て

増
加
し
た
河
川
の
水
を
安
全
に
流
下

さ
せ
て
い
ま
す
。

　
気
象
情
報
や
河
川
流
量
な
ど
を
常

に
的
確
に
把
握
し
て
、
洪
水
を
も
た

ら
す
よ
う
な
大
雨
な
ど
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
、
ダ
ム
や
堰
な
ど
の
施
設

の
防
災
操
作
を
行
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

▼
安
全
で
良
質
な
水
の
管
理

　
水
質
調
査
や
巡
視
を
通
じ
て
日
常

的
に
水
質
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
水
質
保
全
に
か
か
る
各
種
施
設

の
効
果
的
な
運
用
に
よ
り
、
貯
水
池

に
お
け
る
富
栄
養
化
現（

※
２
）象、

濁
水
長

期
化
現
象
へ
の
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
河
川
や
用
水
路
に
お
け
る

油
流
出
な
ど
の
水
質
事
故
や
管
路
か

ら
の
漏
水
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
た

際
は
、
速
や
か
に
被
害
拡
大
を
防
ぐ

と
と
も
に
、
関
係
者
へ
の
速
や
か
な

連
絡
や
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※ 2　湖沼等で植物プランクトンが異常繁殖し、アオコ等が発生する現象。リンや窒素などの栄養塩類が多いところで発生しやすい。

8 9

水質調査（草木ダム）

防災操作イメージ図

ダムによる防災操作（寺内ダム）

分画フェンスによる淡水赤潮対策
（富郷ダム）

水質事故時のオイルフェンス設置
（木曽川用水）

　水質調査や巡視を通じて日常的に水質状況を把握するとともに、各種施設の効果的な運用により、富栄養
化、濁水への対策を実施しています。
　また、河川や水路における油流出などの水質事故や漏水事故が発生した際は、速やかに被害拡大を防ぐと
ともに、利水者などへの速やかな連絡や情報共有に努めています。

　ダムには、大雨などにより急激に増加する河川の水を貯水池に貯め込み、下流への流量を調節する機能が
あります（洪水調節機能といいます）。また、堰は、平常時にはゲートを閉めて取水のために上流の水位を上昇
させていますが、洪水時にはゲートを開けて増加した河川の水を安全に流下させています。
　気象情報や河川流量などを常に的確に把握して、洪水をもたらすような大雨などが予想される場合は、水
資源機構が管理するダムや堰などの施設を操作します。

ゲートを全開し洪水を流下させる河口堰
（長良川河口堰）

貯め込み後の貯水池貯め込み前の貯水池

洪水に備えてダムの容量を
空けておきます

洪水貯留

ダムから
の放流

ダムへの
流入

ダムから
の放流

利水
バルブ

洪水時最高水位

洪水時にはダムに流れ込む水を貯め込み、
下流へ流れる水の量（放流量）を少なくします

洪水吐ゲート
（非常用）

洪水吐ゲート

洪水貯留準備水位

ダムへの流入

　水資源機構が管理する総延長約3,000㎞に及ぶ長大で広域的な用水路について、きめ細やかな施設操作
や維持管理を行い、農業用水・水道用水・工業用水の安定供給を行っています。

ダムからの補給（浦山ダム） 補給により水位が低下した貯水池（矢木沢ダム）

集中管理による適切な用水供給（利根導水路） 地域を潤す用水路（群馬用水）

（水路等施設による用水の供給）

　河川の流量は、降雨などの状況により変動しますが、少雨などにより河川の流量が少なくなった時は、生活や
産業に必要な水を河川から安定的に取水できるよう、ダムなどに貯留した水を河川に補給しています。
　また、舟運や漁業、河川環境の保全などのために必要な水の補給も行っています。
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■
計
画
的
で
的
確
な
施
設

の
整
備

▼
ダ
ム
・
用
水
路
等
の
新
築
、
改
築

　
将
来
に
わ
た
り
、
安
全
で
良
質
な

水
を
安
定
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

ダ
ム
や
用
水
路
等
の
新
築
を
行
っ
た

り
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
診
断
を
適

正
に
行
い
、
機
能
回
復
や
機
能
強
化

を
図
る
た
め
の
改
築
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

▼
施
設
の
点
検
整
備 

　
施
設
の
劣
化
や
機
器
の
不
具
合
な

ど
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、
日
常

的
に
施
設
を
巡
視
し
、必
要
な
点
検・

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、

ダ
ム
な
ど
の
施
設
に
流
入
し
た
流
木

や
ゴ
ミ
を
回
収
し
た
り
、
用
水
路
か

ら
の
漏
水
を
発
見
し
た
場
合
に
は
用

水
の
安
定
供
給
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
よ
う
迅
速
な
補
修
を
行
う
な
ど
、

施
設
の
保
全
と
管
理
に
努
め
て
い
ま

す
。

■
環
境
保
全
へ
の
取
組

▼
施
設
の
新
築
・
改
築
に
伴
う
環
境

保
全
へ
の
取
組

　
動
植
物
、
生
態
系
の
保
全
を
図
る

た
め
、
自
然
環
境
調
査
及
び
環
境
影

響
予
測
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基

づ
き
環
境
保
全
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

▼
管
理
業
務
に
お
け
る
環
境
保
全
へ

の
取
組 

　
良
好
な
生
物
の
生
息
・
生
育
環
境

の
保
全
を
念
頭
に
お
い
た
適
切
な
施

設
管
理
を
行
う
た
め
、「
河
川
水
辺

の
国
勢
調
査
」
等
の
環
境
調
査
を
定

期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

管
理
施
設
周
辺
の
変
化
を
継
続
的
に

把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
環
境
保
全

対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
河
口
堰
で
は
、
魚
類
の
遡そ

上じ
ょ
う

に
配

慮
し
、
魚
道
の
設
置
や
魚
類
を
誘
導

す
る
た
め
の
ゲ
ー
ト
操
作
な
ど
を
行

い
、
そ
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
の

魚
類
の
遡
上
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

▼
下
流
河
川
の
環
境
改
善
に
関
す
る

取
組 

　
生
物
に
と
っ
て
良
好
な
河
川
環
境

を
目
指
し
て
、
ダ
ム
下
流
へ
の
土
砂

の
還
元
や
ダ
ム
の
放
流
水
を
一
時
的

に
増
や
す
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
等
に
よ

り
、
河
床
の
石
な
ど
に
付
着
し
た
泥

や
藻そ

う
類る
い
を
剥は
く
離り

さ
せ
、
河
川
環
境
を

改
善
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

給水管内点検状況（千葉用水）貯水池の塵
じん
芥
かい
処理状況（日吉ダム）

猛
もう
禽
きん
類
るい
調査（小石原川ダム）

魚道の設置（長良川河口堰）

ダム建設工事（思川開発：南摩ダム）

（クマタカ）
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令和５年度 環境報告書 Ⅰ 事業の概要

第 9 回ものづくり日本大賞で内閣総理大臣賞を受賞しました

「琵琶湖の水」へのメッセージ発表会

　水資源機構と鹿島建設㈱が小石原川ダム建設事業に
おいて共同開発した「遮水性盛土の総合的な品質管理
法」は、遮水性盛土　の品質管理の効率化を図ったICT
施工※2を可能にするために、従来の管理基準を改善し
た新たな品質管理法を構築し、遮水性盛土の面的な締
固め管理を実現しました。また、ICTによる全量管理と
盛土品質の向上を同時に実現し、さらに情報の集約管
理によりリアルタイムで効率的な締め固め管理を実現
しました。この結果、遮水性盛土（コア）品質管理試
験に要する時間が1,300時間以上縮減され、盛立速度の
向上とともに、高品質な施工ができました。
　本技術により、インフラ分野のDXによる生産性の向
上が実現でき、国内外のダムや河川堤防等をはじめと
する盛土施工を行う建設事業への展開が期待されます。
　なお、本技術は東京大学名誉教授・東京理科大学名
誉教授の龍岡文夫先生が共同開発者となっています。

※１　フィルダムのコアゾーンなどの遮水
を目的とする土質材料の盛土

※２　建設現場における生産性の向上や品
質の確保を図るため、ICT（情報通
信技術）を活用する工事

　淀川流域の治水・利水を担う琵琶湖開発施設は令和4年度で
管理開始から30年を迎えました。この節目の年を記念し、改め
て琵琶湖・淀川に係る施設の役割や環境について見つめ直し、
今後の流域における取組について考えていく機会として、令和
5年1月28日に、「琵琶湖の水」へのメッセージ発表会を開催し
ました。
　発表会では、一般の方々から応募いただいた、「琵琶湖の水」
への「環境」「治水」「利水」の観点で子供から大人まで様々な
視点で表現したメッセージについて、パネルディスカッション
により、感想や意見が紹介され熱心な議論が繰り広げられまし
た。
　発表会は、琵琶湖の豊かな恵みへの敬意と感謝、先人たちの
意思を未来にどう引き継いでいくかを考える良い機会となりま
した。
　応募いただいたメッセージ626通はホームページ
でご覧いただけます。
https://www.water.go.jp/kansai/biwako/

ものづくり日本大賞受賞

琵琶湖全景

※1

『琵琶湖は、私の小さい時から楽しく遊べる場
所です。泳いでいると、小魚達も泳いでいて
遊んでいても飽きません。葦やカイツブリな
どの自然もたくさんあり自然を学べる場でも
ある琵琶湖は、学習の場でもあります。とて
も綺麗な所もあり、たくさん遊べる、学べる
場の琵琶湖は、とても楽しいです。』

メッセージの一例

遮水性材料（コア）

透水性材料（ロック）

ロックフィルダム断面

半透水性材料
（フィルター）

従来の管理法 提案する管理法
多点管理型 面的管理型

開発技術による遮水性盛土の新たな品質管理法
●従来の抜取検査型の品質管理から脱却し、全量検査型の品質管理を実現
●外部からでもリアルタイムに品質を確認可能
●現場試験や監督のための労務を省略

突き砂法

RI法

● 離散的な多点管理
● 人力による試験実施
● 品質確認までにタイムラグ有り

● 施工エリアの大部分をカバー
● ICTによる自動計測
● リアルタイムな品質管理

特徴 特徴

転圧マップ

含水比計測（フライパン法）

密度試験

リアルタイム計測

地盤剛性マップ

従来の管理法

多点管理型

提案する管理法

面的管理型

密度試験

含水比計測（フライパン法）

・離散的な多点管理
・人力による試験実施
・品質管理までにタイムラグ

・施行エリアの大部分をカバー
・ICTによる自動計測
・リアルタイムな品質管理

リアルタイム計測

転圧マップ

地盤剛性マップ
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■
水
資
源
機
構
の
事
業
実
施
状
況

　
水
資
源
機
構
は
、
７
水
系
（
利
根
川
、
荒
川
、
豊
川
、
木
曽
川
、
淀
川
、
吉
野
川
、
筑
後
川
）
に
お
い
て
、

54
施
設
（
32
ダ
ム
等
、
水
路
総
延
長
約
３
０
０
０
㎞
）
を
管
理
し
、
13
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

10
11

10

10

11

11

17 15

13

16

19

20
10

12 14

18

11

10

凡　例
施設

実施中事業

木曽川用水濃尾第二施設改築

木曽川水系淀川水系

成田用水施設改築

利根川水系・荒川水系豊川水系吉野川水系

香川用水施設緊急対策
旧吉野川河口堰等大規模地震対策10

筑後川水系

筑後川水系ダム群連携
福岡導水施設地震対策

9
寺内ダム再生10
筑後川下流用水総合対策11 木曽川用水濃尾第二施設改築

木曽川水系淀川水系

成田用水施設改築

利根川水系・荒川水系豊川水系吉野川水系

香川用水施設緊急対策
旧吉野川河口堰等大規模地震対策10

筑後川水系

筑後川水系ダム群連携
福岡導水施設地震対策

9
寺内ダム再生10
筑後川下流用水総合対策11

木曽川用水濃尾第二施設改築

木曽川水系淀川水系

成田用水施設改築

利根川水系・荒川水系豊川水系吉野川水系

香川用水施設緊急対策
旧吉野川河口堰等大規模地震対策10

筑後川水系

筑後川水系ダム群連携
福岡導水施設地震対策

9
寺内ダム再生10
筑後川下流用水総合対策11

令和５年４月現在
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1210

11

11

17 15

13

16

19

20
10

12 14

18

11

10

https://www.water.go.jp/honsya/
honsya/pamphlet/gaiyo/index.html

水資源機構の業務の詳細は業務概要書をご覧下さい。

※丹生ダム…事業の廃止に伴い追加的に必要となる工事を実施中。

木曽川用水濃尾第二施設改築

木曽川水系淀川水系

成田用水施設改築

利根川水系・荒川水系豊川水系吉野川水系

香川用水施設緊急対策
旧吉野川河口堰等大規模地震対策10

筑後川水系

筑後川水系ダム群連携
福岡導水施設地震対策

9
寺内ダム再生10
筑後川下流用水総合対策11 木曽川用水濃尾第二施設改築

木曽川水系淀川水系

成田用水施設改築

利根川水系・荒川水系豊川水系吉野川水系

香川用水施設緊急対策
旧吉野川河口堰等大規模地震対策10

筑後川水系

筑後川水系ダム群連携
福岡導水施設地震対策

9
寺内ダム再生10
筑後川下流用水総合対策11 木曽川用水濃尾第二施設改築

木曽川水系淀川水系

成田用水施設改築

利根川水系・荒川水系豊川水系吉野川水系

香川用水施設緊急対策
旧吉野川河口堰等大規模地震対策10

筑後川水系

筑後川水系ダム群連携
福岡導水施設地震対策

9
寺内ダム再生10
筑後川下流用水総合対策11
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止
・
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、淀
川
水
系・吉
野
川
水
系・

筑
後
川
水
系
で
は
渇
水
に
な
っ
た
た

め
、
本
社
を
含
む
9
事
務
所
で
渇
水

対
策
本
部
や
渇
水
対
策
支
部
を
設
置

し
、
関
係
機
関
と
渇
水
調
整
、
適
時

適
切
な
水
源
情
報
の
発
信
、
関
係
機

関
へ
の
周
知
等
を
行
い
ま
し
た
。

◉�

吉
野
川
に
お
け
る
渇
水
対
応

　

吉
野
川
で
は
流
況
悪
化
に
伴
い
、

令
和
4
年
２
月
18
日
か
ら
９
月
20
日

に
か
け
て
過
去
最
長
と
な
る
2
1
5

日
間
の
取
水
制
限
が
行
わ
れ
、
早
明

浦
ダ
ム
か
ら
約
1
億
5
千
万
㎥
の
水

量
を
補
給
す
る
こ
と
で
水
利
用
面
で

の
社
会
的
影
響
回
避
に
加
え
、
自
然

環
境
面
で
も
大
き
な
効
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。
ま
た
、
香
川
用
水
に
お
い

て
は
、
利
水
者
と
一
体
と
な
っ
て
節

水
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
第
三
次

取
水
制
限
（
７
月
２
日
か
ら
７
月
７

日
）の
間
に
お
い
て
は
、調
整
池（
宝

山
湖
）か
ら
取
水
量
減
量
分
の
一
部
、

約
12
万
㎥
を
補
給
し
ま
し
た
。

　
吉
野
川
水
系
の
銅
山
川
で
は
、
流

況
悪
化
に
伴
い
令
和
４
年
１
月
28
日

か
ら
、
９
月
19
日
ま
で
取
水
制
限
が

行
わ
れ
、
渇
水
対
応
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

つ
つ
節
水
に
取
り
組
む
こ
と
は
も
と

よ
り
、銅
山
川
３
ダ
ム（
富
郷
ダ
ム・

柳
瀬
ダ
ム・新
宮
ダ
ム
）
に
お
い
て
、

ダ
ム
管
理
者
の
垣
根
を
越
え
た
３
ダ

ム
連
携
運
用
を
行
い
、
渇
水
時
に
お

け
る
水
質
悪
化
の
抑
制
等
を
図
り
つ

つ
渇
水
対
応
を
実
施
し
て
お
り
、
こ

の
渇
水
対
応
は
、
日
本
ダ
ム
ア
ワ
ー

ド
2
0
2
2
に
お
い
て
「
低
水
管
理

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

■
施
設
の
新
築
・
改
築

（
１
）
ダ
ム
等
事
業

　
ダ
ム
等
事
業
に
つ
い
て
令
和
４
年

度
は
、
４
事
業
の
進
捗
を
図
り
ま
し

た
。

　

木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業

は
、
国
土
交
通
省
か
ら
ダ
ム
事
業
の

検
証
に
係
る
検
討
を
指
示
さ
れ
た
事

業
で
、
引
き
続
き
、
ダ
ム
事
業
の
検

証
作
業
の
進
捗
を
図
る
べ
く
、
必
要

な
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

◉
思
川
開
発
事
業

　
ダ
ム
本
体
工
事
、
導
水
路
工
事
、

送
水
路
工
事
、
付
替
道
路
工
事
等
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
ダ
ム
本
体
工
事
は
、
令
和
４
年
３

月
に
定
礎
式
を
行
い
、
工
事
が
本
格

的
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

◉�

川
上
ダ
ム
建
設
事
業

　
ダ
ム
本
体
工
事
、
流
入
水
バ
イ
パ

ス
工
事
及
び
ダ
ム
周
辺
整
備
工
事
を

完
成
さ
せ
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
管

理
移
行
し
ま
し
た
。
な
お
、
令
和
３

年
に
開
始
し
た
試
験
湛た

ん

水す
い

に
つ
い
て

は
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

３ �
令
和
4
年
度
の 

事
業
概
要

■
施
設
の
管
理

　
ダ
ム
や
用
水
路
な
ど
の
管
理
運
用

し
て
い
る
53
施
設
で
、
施
設
管
理
規

程（
※
１
）に

基
づ
き
、
水
道
用
水
、
工
業
用

水
、
農
業
用
水
の
安
定
的
な
供
給
や

洪
水
調
節
に
よ
る
洪
水
被
害
の
軽
減

を
行
い
ま
し
た
。

　
用
水
の
供
給
に
あ
た
っ
て
は
、
日 

々
の
河
川
流
況
や
雨
量
等
の
気
象
・

水（
※
２
）象の

情
報
及
び
利
水
者
等
の
申
し

込
み
水
量
を
把
握
し
た
上
で
、
配
水

計
画
の
策
定
及
び
取
水
・
配
水
量
の

調
整
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取

組
に
よ
り
、
利
水
者
に
対
し
、
年
間

を
通
じ
て
安
定
的
に
過
不
足
な
く
必

要
水
量
を
供
給
し
、
約
38
億
㎥
の
用

水
供
給
を
行
い
ま
し
た
。

　
洪
水
対
応
で
は
、
台
風
や
低
気
圧

等
の
降
雨
に
よ
り
、
洪
水
調
節
を
目

的
に
含
む
全
24
ダ
ム
の
う
ち
12
ダ
ム

で
、延
べ
33
回
の
防
災
操
作

（
※
３
）を
行
い
、

ダ
ム
下
流
河
川
域
の
洪
水
被
害
の
防

日本ダムアワード2022年「低水管理賞」受賞

※１　�施設を管理するためのルール。
※２　気象や地震に密接に関連する陸水や海洋の諸現象。洪水・波浪・津波・高潮など。
※ 3　大雨によりダムに流れ込む水の一部を一時的に貯め込んで、ダムから下流に流す量を減らし、�

下流の川の水位を低減させる操作。
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和
4
年
度
は
7
事
業
の
進
捗
を
図
り

ま
し
た
。

◉�

利
根
導
水
路
大
規
模
地
震
対
策
事

業
　
利
根
導
水
路
施
設
の
大
規
模
地
震

対
策
と
し
て
利
根
大
堰
、
秋
ヶ
瀬
取

水
堰
及
び
朝
霞
水
路
の
耐
震
補
強
工

事
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

◉�

成
田
用
水
施
設
改
築
事
業

　
成
田
用
水
施
設
の
老
朽
化
対
策
と

し
て
、
揚
水
機
場
、
幹
線
水
路
等
の

改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
幹
線

水
路
改
修
工
事
で
は
、
仮
設
の
仮
廻

し
管
を
設
置
し
細
か
い
配
水
運
用
を

行
い
つ
つ
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し

た
。

◉�

豊
川
用
水
二
期
事
業

　
豊
川
用
水
施
設
の
大
規
模
地
震
対

策
及
び
老
朽
化
対
策
と
し
て
、
大
野

導
水
併
設
水
路
工
事
、
西
部
幹
線
併

設
水
路
工
事
、
東
部
幹
線
併
設
水
路

工
事
、
牟
呂
幹
線
水
路
改
築
工
事
等

を
実
施
し
ま
し
た
。

◉�

愛
知
用
水
三
好
支
線
水
路
緊
急
対

策
事
業

　
三
好
池
の
大
規
模
地
震
対
策
及
び

三
好
支
線
水
路
の
老
朽
化
対
策
と
し

て
、
三
好
池
付
帯
設
備
工
事
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
三
好
支
線
水
路
改

築
工
事
を
実
施
し
、
令
和
４
年
度
に

事
業
を
完
了
し
ま
し
た
。

◉�

木
曽
川
用
水
濃
尾
第
二
施
設
改
築

事
業

　
工
事
に
必
要
な
調
査
、
測
量
、
設

計
業
務
等
を
実
施
し
、
支
線
水
路
及

び
揚
水
機
場
改
修
工
事
に
着
手
し
ま

し
た
。

◉�

香
川
用
水
施
設
緊
急
対
策
事
業

　
香
川
用
水
施
設
の
老
朽
化
対
策
及

び
耐
震
対
策
と
し
て
、
高
瀬
支
線
水

路
改
築
工
事
を
完
成
さ
せ
る
と
と
も

に
、
幹
線
水
路
の
耐
震
補
強
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。

◉�

福
岡
導
水
施
設
地
震
対
策
事
業

　
福
岡
導
水
施
設
の
大
規
模
地
震
対

策
と
し
て
、
２
号
ト
ン
ネ
ル
併
設
水

路
工
事
の
進
捗
を
図
る
と
と
も
に
、

１
号
ト
ン
ネ
ル
併
設
水
路
及
び
思
案

橋
水
管
橋
併
設
水
路
工
事
の
た
め
の

調
査
を
進
め
ま
し
た
。

◉�

早
明
浦
ダ
ム
再
生
事
業

　
本
体
準
備
工
事
、
工
事
用
道
路
工

事
等
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
利
水
容
量
の
一
部
を
洪
水
調

節
容
量
に
振
り
替
え
、
７
月
か
ら
治

水
機
能
を
増
強
さ
せ
ま
し
た
。

◉�

藤
原
・
奈
良
俣
再
編
ダ
ム
再
生
事

業
（
奈
良
俣
ダ
ム
関
係
）

　

令
和
２
年
度
か
ら
事
業
を
実
施

し
、
令
和
４
年
９
月
か
ら
は
、
ゲ
ー

ト
本
体
等
の
現
地
据
え
付
け
等
を
実

施
し
、
12
月
ま
で
に
工
事
を
完
成
さ

せ
て
、
令
和
５
年
３
月
に
事
業
を
完

了
し
ま
し
た
。

（
２
）
用
水
路
等
事
業

　
用
水
路
等
事
業
に
つ
い
て
は
、
令

トンネル併設水路工事
（福岡導水施設地震対策事業）

試験湛水中(令和５年３月)
（川上ダム建設事業）

三好支線水路改築工事
（愛知用水三好支線水路緊急対策事業）

耐震補強工事
（利根導水路大規模地震対策事業）


